
オール立命館校友大会2018in仙台
東日本・家族応援プロジェクト2018スピンオフ企画

団士郎家族漫画展＆トークin仙台

10 20月 日（土）
2018年

仙台国際センター「桜」
12:30～16:15

復興支援関連コーナー
本企画は「オール立命館校友大会2018in仙台　企画４＊R Future Cafe」です。

受付：「一般・団体受付」にお越しください。
【詳しくは裏面をご覧ください。】

【トーク】

【展　示】

会場：宮古市魚菜市場
日程：2018年11月2日～11月6日（午前中）

会場：福島市子どもの夢を育む施設こむこむ館 
日程：2018年11月30日～12月1日

●家族漫画パネル展示
●東日本・家族応援プロジェクト活動紹介ほか

団士郎の漫画トーク　13:00～14:00

　2011年3月11日に発生した東日本大震災を受け、社会への応答責任を
果たすひとつの形として2011年プロジェクトとしてスタートし、2020年
までの10年間、関西から東北4県（青森、岩手、宮城、福島）を巡り、現地
の対人援助機関との協働によって対人援助学的実践をしながら、被災と
復興の証人（witness）になることを目指しています。詳しくは、

日時

会場

立命館大学人間科学研究科震災復興支援プロジェクト

【団士郎プロフィール】
団 士郎（立命館大学大学院人間科学研究科訪問教授・家族療法家・漫画家）
公立の児童相談機関心理職25年を経て独立。「仕事場D・A・N」主宰。
漫画家でもあり、マンガ集団「ぽむ」同人,WEB雑誌「対人援助マガジン」編集長。
近年は上海、台湾、ニューヨークでも漫画展を開催。
著書に『家族の練習問題』1～７(ホンブロック)ほか、『不登校の解法』（文春新書）、
『家族力×相談力』(文春新書)など

さりげない家族の日常や長く家族支援をしてきた経験からすくいあげられた誰かの
小さな物語。そんな家族の物語が描かれた漫画には、こころがすこし弱くなった時、
誰かの小さな物語に触れることで読む者の中にさまざまな物語が甦り、名も知らぬ
人とのつながりを感じさせる力がある。

物語には描かれた部分と、描かれなかった部分が必ずある。
描ききれなかったものや、あえて描かなかったものも、家族
のたたずむ木陰には存在する。そんな物語を、スライドショー
マンガに併せてお話しします。

JR仙台駅2階中央改
札広場

団士郎の家族漫画展
示

（10:00～18:00）【同日開催】

当日どなた
でも

参加できま
す。

参加無料

今後の開催予定今後の開催予定

岩手県宮古市

福島県福島市

「東日本・家族応援プロジェクト」


